
　

さ
る
某
日
の
朝
日
新
聞
に
、
台
湾
の
新
幹
線

開
通
一
周
年
に
関
す
る
記
事
に
、従
来
北
、中
、

南
と
分
断
さ
れ
て
い
た
経
済
圏
が
、
漸
く
全
経

済
圏
化
さ
れ
た
と
あ
っ
た
。
勿
論
こ
こ
で
東
部

台
湾
が
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
か
は
知
る
由
も

な
い
。
た
だ
恐
ら
く
レ
ベ
ル
の
違
い
は
あ
れ
、

本
書
の
い
う「
辺
区
」性
は
今
日
に
お
い
て
も
、

な
お
克
服
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
と
察
し
て
い
る
。

　

と
も
あ
れ
、
著
者
の
い
う
「
辺
区
」
と
は
孤

立
性
、「
中
心
」
と
の
連
繫
が
な
い
開
発
の
低

位
性
、
人
口
の
希
少
性
を
特
徴
と
し
、
野
蛮
と

文
明
の
境
界
に
位
置
し
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の

過
程
の
地
域
で
あ
る
。
そ
う
し
た
辺
区
を
含
む

地
域
研
究
が
、
台
湾
の
歴
史
学
界
に
登
場
し

た
の
は
一
九
八
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
台
湾

の
本
土
化
運
動
の
発
展
に
と
も
な
い
、
地
域
主

義
の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

る
。
特
に
東
台
湾
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
四
年

に
「
東
台
湾
研
究
会
」
が
成
立
し
た
の
を
契
機

に
、
筆
者
も
含
む
多
く
の
研
究
者
が
こ
れ
に
参

加
し
、
活
発
な
活
動
を
開
始
し
た
。
そ
れ
が
更

に
現
在
の
盛
況
に
至
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
一
年

中
央
研
究
院
台
湾
史
研
究
所
籌
備
処
と
、
東
台

湾
研
究
会
の
共
催
に
よ
る
「
国
家
と
東
台
湾
区

域
発
展
史
研
討
会
」
を
画
期
と
す
る
、
多
く
の

研
究
成
果
の
出
現
で
あ
っ
た
。

　

著
者
の
東
部
台
湾
に
つ
い
て
の
業
績
も
そ
の

一
部
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
次
の
よ
う
な

個
人
的
動
機
が
あ
っ
た
。
即
ち
著
者
は
学
生
時

代
を
台
東
師
専
（
現
国
立
台
東
大
学
）
に
学
ん
だ

関
係
か
ら
、東
台
湾
地
域
と
そ
の
歴
史
に
対
し
、

強
い
愛
郷
的
心
情
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
意
識
は
そ
の
後
、
台
湾
大
学
を

経
て
中
央
研
究
院
台
湾
史
研
究
所
に
入
り
研
究

者
と
し
て
活
躍
す
る
過
程
で
、
確
固
と
し
た
学

問
的
テ
ー
マ
と
し
て
定
着
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
著
者
が
「
自
序
」
に
お
い
て
、「
本
書

を
台
東
師
専
の
同
窓
と
師
友
に
捧
げ
る
」
と
記

し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
思
い
は
明
確

な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
て
本
書
は
著
者
が
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇

〇
四
年
の
間
に
、
各
期
刊
雑
誌
に
発
表
し
た
主

に
東
部
台
湾
に
関
す
る
論
考
九
編
を
編
列
収
載

し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
本
書
の
各
論
を
基

礎
と
し
て
、
最
終
的
に
は
台
湾
拓
殖
株
式
会
社

の
東
台
湾
経
営
の
解
明
を
目
指
し
て
い
る
と
い

う
。
そ
こ
で
先
ず
全
体
の
構
成
を
紹
介
し
て
そ

の
全
貌
を
知
る
こ
と
に
し
た
い
。

導
言　

殖
民
地
の
辺
区

第
一
部　

国
家
と
東
台
湾

31

日
本
統
治
下
、

東
部
台
湾
に
お
け
る
「
近
代
化
」
の
展
開

森
田
　
明

林
玉
茹
著

殖
民
地
的
辺
区

―
―
東
台
湾
的
政
治
与
経
済
発
展

二
〇
〇
七
年
　
遠
流
出
版
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考
察
す
る
。

　

第
二
部
の
三
は
、
現
存
の
魚
鱗
図
冊
「
台
東

直
隷
州
文
書
八
筐
冊
」
を
通
じ
て
、
清
末
後
山

に
お
け
る
劉
銘
伝
の
清
賦
事
業
の
実
施
過
程
と

そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
後
者
に
つ

い
て
は
徴
税
上
の
効
果
な
ら
び
に
郷
堡
村
庄
へ

の
行
政
区
画
改
革
の
実
施
と
、
地
権
の
確
立
と

分
配
の
二
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
小
租

戸
が
正
式
に
土
地
所
有
権
者
（
業
主
）
と
し
て

確
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
台
湾
を
含
む
華
南

で
は
、
広
く
土
地
所
有
権
の
重
層
性
（
一
田
両

主
制
）
が
存
在
し
た
。
従
っ
て
業
主
権
の
帰
結

に
至
る
過
程
に
は
複
雑
な
問
題
が
あ
る
の
で
、

西
部
と
の
比
較
を
視
野
に
入
れ
た
土
地
所
有
の

実
態
解
明
を
敢
え
て
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
第
三
部
の
四
は
、
東
台
湾
水
産
会
社
の

設
立
の
背
景
と
事
業
の
経
営
内
容
か
ら
、
東
台

湾
で
の
水
産
業
の
発
展
＝
「
近
代
化
」
を
検
討

し
た
も
の
で
あ
る
。
東
部
の
水
産
業
は
一
九
二

〇
年
代
に
総
督
府
に
よ
る
漁
業
開
発
政
策
の
下

で
、
本
地
資
本
を
主
と
す
る
民
間
会
社
に
よ
っ

て
開
始
さ
れ
た
が
、
三
〇
年
代
末
以
降
の
戦
時

体
制
化
に
よ
る
水
産
資
源
の
統
制
政
策
が
、
日

系
資
本
の
進
出
と
集
中
を
も
た
ら
し
た
と
い

一　

国
家
と
行
政
空
間
の
形
態
、
台
東
県
行

政
区
画
の
変
化
を
例
と
し
て
（
一
六
二

四
―
一
九
九
五
）

二　

国
家
の
東
台
湾
史
上
に
お
け
る
役
割

第
二
部　

清
賦
と
東
台
湾

三　

魚
鱗
図
冊
よ
り
み
た
清
末
後
山
の
清
賦

事
業
と
地
権
分
配
形
態

第
三
部　

殖
民
と
産
業

四　

戦
時
経
済
体
制
下
の
東
部
水
産
業
の
統

制
整
理
、
東
台
湾
水
産
会
社
の
成
立

五　

殖
民
と
産
業
改
造
、
日
治
時
期
東
台
湾

の
官
営
漁
業
移
民

六　

殖
民
地
辺
区
の
企
業
、
日
治
時
期
東
台

湾
の
会
社
と
そ
の
企
業
家

第
四
部　

史
料
と
史
学

七　

白
川
夜
舟
『
台
東
旧
記
』
訳
注
と
史
料

価
値
評
価

八　
「
東
台
湾
世
界
」
の
研
究
史
と
史
料
評

価

九　

歴
史
学
と
区
域
研
究
、
東
台
湾
地
区
の

研
究
を
例
と
し
て

附
表
／
参
考
書
目
／
図
目
録
／
表
目
録
／
附
表

目
録

　

以
下
に
お
い
て
順
次
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と

に
す
る
が
、
第
三
部
（
四
、
五
、
六
）
が
本
文

の
ほ
ぼ
半
分
近
く
を
占
め
、
内
容
的
に
も
中
心

を
な
し
て
い
る
の
で
、
勢
い
第
三
部
に
重
点
を

お
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

最
初
の
導
言
で
は
辺
区
の
定
義
に
つ
い
て
述

べ
た
あ
と
、
全
体
の
各
部
、
章
の
内
容
を
簡
潔

に
説
明
し
て
い
る
。
東
部
台
湾
を
自
然
環
境
、

族
群
、
歴
史
的
発
展
等
に
お
い
て
西
部
と
著
し

く
異
な
る
空
間
と
と
ら
え
、
そ
の
系
統
的
な
政

治
経
済
発
展
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
特
に
日
本

統
治
期
の
「
近
代
化
」
政
策
と
、
そ
の
変
化
を

考
察
し
て
い
る
。
著
者
は
第
二
次
世
界
大
戦
期

を
、
東
部
台
湾
の
発
展
の
重
要
契
機
と
し
、
当

時
の
経
済
的
性
格
と
殖
民
経
験
の
分
析
を
通
じ

て
、
他
の
類
似
地
域
と
の
比
較
研
究
を
提
起
し

て
い
る
。

　

第
一
部
の
一
は
オ
ラ
ン
ダ
時
代
よ
り
今
日
ま

で
の
台
東
県
行
政
の
沿
革
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
辺
区
性
を
各
政
権
の
統
治
目
的
の
相
違
や
、

行
政
区
画
の
制
定
過
程
か
ら
検
討
し
て
い
る
。

二
は
各
時
期
の
東
部
政
策
と
し
て
の
種
々
の
公

共
建
設
が
、
族
群
勢
力
、
政
治
経
済
、
社
会
文

化
の
発
展
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
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う
。
即
ち
こ
の
間
に
台
湾
の
水
産
業
は
、
前
近

代
的
伝
統
形
態
か
ら
資
本
主
義
的
企
業
形
態
へ

と
転
換
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

五
は
殖
民
地
支
配
と
産
業
改
革
に
つ
い
て
論

じ
た
も
の
で
、
政
策
面
で
一
九
〇
〇
年
代
か
ら

一
九
二
〇
年
代
の
間
を
、
前
後
両
期
に
分
け
官

営
漁
業
移
民
事
業
の
実
態
と
成
否
を
分
析
し
て

い
る
。
特
に
後
期
の
東
部
台
湾
の
漁
業
移
民
に

重
点
を
お
い
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
日
本
の
漁
業
移
民
が
台
湾
に
お

い
て
成
功
を
収
め
た
の
は
、
政
府
に
よ
る
多
額

の
補
助
金
の
供
与
と
指
導
の
ほ
か
、
更
に
重
要

で
あ
っ
た
の
は
、
近
代
的
な
動
力
漁
船
、
捕
獲

技
術
及
び
漁
業
文
化
の
導
入
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
い
う
。
他
方
、
殖
民
政
府
の
積
極
的
な
漁

業
開
発
と
、
そ
の
南
洋
方
面
へ
の
拡
大
発
展
が

あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
殖
民
地
支
配
下
に
お
け
る
移
民
事

業
は
、
一
般
的
に
現
地
へ
の
同
化
政
策
、
港
湾

開
発
、
国
防
目
的
等
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
い
る

が
、東
部
台
湾
の
場
合
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

著
者
は
漁
業
移
民
の
募
集
範
囲
、
出
身
原
籍
、

配
置
先
等
に
つ
い
て
調
査
デ
ー
タ
ー
を
提
示
し

て
い
る
。
戦
時
下
で
は
「
裏
日
本
」
で
も
、
漁

業
者
に
朝
鮮
半
島
南
部
や
樺
太
等
へ
、
各
府
県

や
水
産
協
会
を
通
じ
て
団
体
移
住
が
よ
び
か
け

ら
れ
て
い
る（

１
）。

漁
業
に
限
ら
ず
、
殖
民
地
支
配

と
移
民
政
策
と
い
う
重
要
課
題
を
提
起
す
る
も

の
と
い
え
る
。

　

六
は
東
台
湾
に
お
け
る
企
業
と
そ
の
経
営
者

の
性
格
を
通
じ
て
、
産
業
の
全
体
的
な
構
図
と

特
色
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
、
従
来
日
本
統
治

時
代
の
台
湾
史
研
究
は
専
ら
西
部
地
域
が
対
象

で
あ
り
、
東
部
と
の
格
差
や
比
較
は
問
題
と
な

ら
な
か
っ
た
。
東
部
は
自
然
条
件
・
そ
の
他
の

制
約
に
よ
る
開
発
の
遅
れ
か
ら
、
西
部
の
如
き

政
治
経
済
的
基
盤
の
構
築
は
見
ら
れ
ず
、
一
九

三
〇
年
以
前
は
在
地
の
日
本
企
業
が
主
導
的
地

位
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
日
中
戦
争
の
開

始
後
、東
部
の
産
業
振
興
は
大
き
く
進
展
し
た
。

総
督
府
の
積
極
的
な
工
業
化
政
策
と
、
内
地
の

有
力
財
閥
資
本
の
進
出
に
よ
っ
て
重
化
学
産
業

の
育
成
が
実
行
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
殖
民

地
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
東
部
は
、
戦
時

新
興
産
業
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

第
四
部
は
今
ま
で
と
は
異
な
り
、
東
部
研
究

史
に
関
わ
る
論
考
で
あ
る
が
、
紙
幅
も
少
な
く

な
っ
た
の
で
簡
略
に
し
て
お
き
た
い
。
七
は
清
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末
の
台
東
統
治
に
関
す
る
史
料
『
台
東
旧
記
』

の
原
文
訳
注
と
、
そ
の
史
料
的
価
値
と
特
色
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
八
は
東
台
湾
研
究
会
を

主
宰
す
る
夏
黎
明
氏
の
所
論
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
日
治
期
か
ら
戦
後
に
至
る
東
部
研
究
と
史

料
を
、
各
分
野
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
る
。

九
は
日
、
米
、
中
等
の
諸
国
に
お
け
る
歴
史
学

研
究
と
地
域
史
と
の
関
係
理
論
を
概
観
し
た
あ

と
、
台
湾
歴
史
学
会
で
の
地
域
研
究
の
発
展
を

回
顧
し
、
更
に
東
台
湾
史
研
究
の
成
果
を
時
期

的
区
分
に
従
っ
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

以
上
、
各
論
の
内
容
を
要
約
し
た
が
、
以
下

に
お
い
て
全
体
に
つ
い
て
若
干
感
じ
た
こ
と
に

ふ
れ
て
お
き
た
い
。
読
後
先
ず
感
じ
た
の
は
、

全
編
を
通
し
て
著
者
の
真
摯
な
歴
史
研
究
者
と

し
て
の
姿
勢
と
着
実
な
実
証
的
態
度
で
あ
る
。

殖
民
地
支
配
下
の
政
治
経
済
的
支
配
と
い
う

現
実
を
、
受
動
的
立
場
か
ら
淡
々
と
し
て
客
観

的
に
テ
ン
ポ
よ
く
分
析
し
て
い
る
。
殖
民
地
に

対
す
る
経
済
産
業
政
策
を
め
ぐ
っ
て
は
、
早
く

か
ら
殖
民
地
統
治
へ
の
従
属
化
か
、
そ
れ
と
も

殖
民
地
統
治
を
通
じ
て
の
主
体
的
近
代
化
か
論

議
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
著
者
は
こ
の
点

に
関
し
て
歴
史
家
と
し
て
の
科
学
的
考
察
に
徹

し
、
冷
静
か
つ
抑
制
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
冒
頭
で
も
ふ
れ
た
如
く
、
著
者
の
本
書
の

先
に
あ
る
目
標
は
、
日
本
の
戦
時
下
の
南
進
政

策
の
拠
点
と
も
い
う
べ
き
、
台
湾
拓
殖
株
式
会

社
の
研
究
に
あ
る
。
そ
の
完
成
後
に
こ
そ
著
者

の
本
質
的
な
歴
史
認
識
と
一
定
の
政
治
的
性
格

の
提
示
を
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
。反
面
、我
々

か
ら
い
え
ば
、
よ
り
巨
視
的
に
日
本
の
台
湾
支

配
を
含
め
た
日
本
近
代
史
に
お
け
る
殖
民
地
支

配
全
体
を
省
察
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
日
本
の

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
進
路
を
考
え
る
上
で
も
、

重
要
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
今
一
つ
は
本
書
に
よ
っ
て
解
明

さ
れ
た
東
部
台
湾
の
政
治
経
済
発
展
が
、
西
部

の
先
行
地
域
に
、
い
か
な
る
変
化
と
影
響
を
与

え
た
か
を
ふ
ま
え
て
、
両
者
の
関
係
性
の
中
で

殖
民
地
と
し
て
の
ト
ー
タ
ル
な
台
湾
の
歴
史
的

発
展
を
考
察
す
る
こ
と
を
、
今
後
の
課
題
と
し

て
望
み
た
い
。

　

優
れ
た
本
書
の
真
価
に
対
し
、
偏
頗
で
的
外

れ
の
蕪
辞
を
連
ね
て
き
た
が
、
従
来
殆
ど
未
開

拓
な
辺
区
の
東
部
に
対
し
、
本
格
的
、
系
統
的

な
研
究
に
着
手
し
光
を
あ
て
た
功
績
は
、
大
き

く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
著
者
の
台
湾
史

研
究
の
力
量
は
、
既
成
の
業
績（

２
）に

よ
っ
て
す

で
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
東
部
と
い
う

新
た
な
分
野
を
開
拓
し
た
わ
け
で
、
そ
の
意
欲

的
な
態
度
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
研
究
の
真
価
は
、
徹
底
し
た
文
献
、
史

料
の
博
捜
に
よ
る
綿
密
な
実
証
主
義
に
あ
り
、

台
湾
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
各
地
の
関
係

機
関
に
広
く
足
を
運
び
、
詳
細
な
現
地
調
査

を
実
施
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
詳
細
な
デ
ー

タ
ー
の
図
表
化
と
相
俟
っ
て
、
論
旨
は
明
解
で

説
得
的
で
あ
る
（
巻
末
の
附
表
は
特
に
有
用
で
利

便
性
が
高
い
）。

　

最
後
に
著
者
の
精
力
的
な
台
湾
史
研
究
に
、

今
後
の
台
湾
史
学
界
に
対
す
る
牽
引
的
役
割
を

期
待
す
る
と
同
時
に
、
本
書
が
東
部
台
湾
研
究

の
み
な
ら
ず
、
各
地
域
研
究
の
総
合
化
に
よ
る

全
台
湾
史
研
究
の
発
展
の
大
き
な
礎
石
と
な
る

こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
1
）
古
厩
忠
夫
著
『
裏
日
本
』（
岩
波
新
書
、一
九
九
七
）

一
一
〇
頁
。

（
2
）
林
玉
茹
著
『
清
代
台
湾
港
口
的
空
間
結
構
』（
知
書

房
出
版
、
一
九
九
六
）、
同
『
清
代
竹
塹
地
区
的
在
地

商
人
及
其
活
動
綱
絡
』（
聯
経
出
版
、二
〇
〇
〇
）
等
。

（
も
り
た
・
あ
き
ら　

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
）
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